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研究成果の概要（和文）：　江戸商人3939人についてのデータベースを作成して解析した結果、平均存続年数
15.7年ときわめて参入退出が激しく、かつ血縁相続ではなく金銭で営業権（「株」）をやりとりするという、通
説とは大きく異なる江戸商人像を得た。また米や炭などの生活必需品を商う店舗は広く江戸全域に展開し、呉服
や薬などの奢侈品の店舗は日本橋付近に集中するという二極化構造も明らかになった。さらに、公儀との関係性
を検証し、業態をこまかく理解しての積極的な施策がおこなわれていたことを解明した。

研究成果の概要（英文）：　After creating and analyzing a database of 3,939 Edo merchants, we found 
that their situation was very different from the prevailing view: namely, an extremely intense entry
 and exit with a mean continuance of 15.7 years, and an exchange of trade rights (“stocks”) not 
through blood relationships but through money. 
　Additionally, based on an analysis of business types and shop locations, we found a bipolarized 
structure, with shops trading in daily necessities such as charcoal and rice having expanded widely 
throughout all of Edo, while shops trading in luxury goods such as dry goods and medicines were 
concentrated in the vicinity of Nihonbashi.
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１． 研究開始当初の背景 
 
江戸商人の生態を、個別分析や印象論では

なく、しっかりしたデータ分析に基づいて数

量分析してみよう。それが本研究の初志であ

る。 

江戸時代の商人については呉服商兼両替

商として活動した三井家のみにまとまった

資料が伝来する。そのため江戸商人の経営に

ついては、そのほとんどが三井文庫の資料群

に依拠した実証研究で占められてきた。 

 果たして、それで良いのか。三井は江戸商

人を代表する存在と言えるのか。その「代表

性」に強い疑問が湧いてくる。商人というも

のは、栄枯盛衰定まらず、いやむしろ成功す

るより失敗することのほうが多い存在であ

ろう。江戸商人のケーススタディの対象が三

井で良いのか。三井は、百人にひとり、ひょ

っとしたら千人にひとりレベルの例外的な

成功者ではないのか。我々はその希有な例外

を普遍と見誤って、誤った江戸商人像を描い

てきたのではないだろうか。 

 そこで数量分析を企図した。ケーススタデ

ィでは心配なとき、一の例外を千と見誤って

いる懸念があるとき、この手法が威力を発揮

する。一だけを見つめているのが心配になっ

たら、千を集めてみれば良いのである。それ

ぞれの事例は浅くとも良い。むしろ三井以外

は、とても少ない情報量にとどまるのはやむ

を得ない。それでも何とかして三井以外の九

九九の事例を集め、一の三井と九九九の非三

井を同列に置いて比較することに成功すれ

ば、そのとき初めて江戸商人全体のなかでの

三井の位置を見定めることができよう。 

深いけれど狭いケーススタディから、浅い

けれど広い数量分析へ。これこそが三井史観

の呪縛を解き放つ突破口に相違ない。 

 以上が、本研究開始当初の研究状況と問題

意識である。 
 
２．研究の目的 
 

本研究は以下の２つの目的を構想してス

タートした。１つは江戸商人の業態につい

て、データベースを構築して計量的に分析す

るという新しい手法でアプローチすること

で、これまで探索の網にかからなかった零細

な商人たちの生態を、流動的で短期利得追求

型のビジネスモデルとしてあぶり出し、老舗

の大店にのみ依拠してきた従来の「三井史

観」からの脱却をはかることである。 

いま１つは、その流動的な江戸商人を公儀

（幕府）がどのように統治したのか、株仲間

解散令や一転しての復興令など、いくつかの

際立った政策にフォーカスしつつ通時的に

跡づけることで、行政のはたらきが商業の展

開にどんな影響を及ぼしたのかを見極める

ことである。 

以上、商人サイドと行政サイドの両視点を

統合して、ダイナミックな江戸商人像を構築

しようというのが立案段階での本研究の構

想であった。 

しかし、計画実行段階で、データベースの

構築による商人の実態解明が、予想以上に豊

穣な新知見をもたらしたため、力点を商人サ

イドの実態解明に置き、それとの関係性にお

いて行政サイドの動きにも目配りするとい

うフォーカスのしかたにシフトした。 

 
３．研究の方法 
 

【定量分析】 

情報源として用いたのは『江戸商家・商人

名データ総覧』全 7 巻（田中康雄編、柊冬舎、

2010 年）である。これは江戸の町で活動し

た商人について 145 種類の名簿を蒐集し、そ

の屋号・名前・住所・業種・年次、および分

かる場合には商売の権利である「株」の異動

についての記事を書き上げて名前順に並べ

たものである。多様な性格の史料群がふくま

れ、およそ現在の史料状況で可能なものはす

べて網羅された、きわめて良質のデータソー

スである。 



ここから屋号を伊勢屋・万屋・越後屋にし

ぼり、全体の 12.3%に相当する 3939 人分の商

人の個票データを作成して研究のベースと

した。 

【定性分析】 

公儀の施策を洗い出すため、以下の２つの

史料群に着目した。 

・『東京市史稿』 産業篇 第 35 巻－第 54 巻

（寛政 2年 1790-天保 12 年 1841） 

江戸の町の行政に関わる事項と関連資料

を年代順に掲げているので、寛政期以降の公

儀の政策を通時的に追って、その傾向や揺れ

を検出する。ただし、本研究の焦点となる天

保の改革期以降は未刊なので、株仲間解散と

その復興については、別に情報源を求めなく

てはならない。 

・『諸問屋再興調』 全 15巻 

嘉永 4年（1848）の問屋再興に際して、各

問屋の再興の可否を検討するために町奉行

所に集積された調書類。公儀がどこまで業界

ごとの個別状況を把握していたかという行

政側の視点とともに、町人たちから上げられ

た嘆願書等を通して、彼らが行政に何を期待

していたか、商人サイドの意向をも汲み取り

うる。 

ほかに法令集の『江戸町触集成』全 20 巻

や旧幕府文書を良く拾っている『日本財政経

済史料』全 10 巻なども上記を補完する史料

として用いた。 

 
４．研究成果 
 

データ解析によって、通説とは異なる江戸

商人像が立ちあらわれてきた。 

着眼点その 1は存続年数である。史料上に

複数回登場するなど個々の店舗の存続年数

が推定可能なケースを集計すると全体平均

は 15.7 年、中央値はさらに下がって 13 年程

度である。せいぜい 10 数年。各店舗の寿命

はこんなにも短い。代々暖簾を受け継ぐとい

ったイメージからはほど遠く、それこそ一代

ぶんにも満たない短さで交替している。 

 着眼点その 2は株の移動事由である。個々

の商人が「株」と呼ばれる営業権をどう入手

し、どう継承したかが判明する 1567 件につ

いて集計すると、親から子へといった封建社

会に一般的な血縁相続は 1割に満たず、ほぼ

半分は金銭を媒介とした他人への譲渡が占

め、あとは新規参入と退出となる。 

 血縁でなく金銭による譲渡がメインで、参

入・退出も激しい。まったく封建社会の通例

と異なる。代々の暖簾継承という、従来我々

が有していた江戸商人のイメージは大きく

覆り、短期利得の追求が彼らの主なインセン

ティブであった可能性が示唆される。 

このように予想をはるかに超えて流動性

が高いという特徴をまず押さえた上で、図１

のように何の商いかという業種別に分けた

り、どこで商売しているかという地区別に分

けたりと、さまざまな観点からデータベース

を解析してゆくと、江戸の町の商人たちは三

つの類型に分類できることが分かってくる。 

一つめは全域型。江戸全体の店舗数の八

〇％を占める。扱う商品は米や炭薪などの生

活必需品。利益率が小さく、店舗の参入退出

も激しいので存続期間は短命。江戸の全域へ

と広く店舗展開し、同業者仲間で番組を編成

して担当する地域を分割する地区割り営業

図 1 存続年数と流動性係数の関係 



を特徴とする。地味ながらも江戸の屋台骨と

言えよう。 

 二つめは都心型。店舗数シェアは一〇％ほ

ど。扱う商品は薬・呉服・小間物などの贅沢

品。利益率が大きく、店舗の参入退出は比較

的ゆるやかなので存続期間は長寿。狭い日本

橋地区に集中立地し、同業者どうしで激しく

顧客を奪い合う自由競争を特徴とする。華や

かな江戸の顔と言えよう。 

 さいごが特化型。店舗数シェアは一〇％ほ

ど。武家が顧客の金融業（札差）と人材斡旋

業からなり、札差は長寿だが他は短命。蔵前

など武家相手の営業に便利な特定地域に立

地する。 

 以上の三類型を表１としてまとめた。この

類型の析出により、江戸商人の全体像が数量

的な分布の裏付けとともに明らかになって

くる。三井偏重であった従来の商人像に大き

な変更を迫る画期的な結果となった。 

この見取り図をもとに、引き続き『東京市

史稿』『諸問屋再興調』といった定性分析に

適した史料群の検討に入った。 

商人たちを統制するために公儀が実施し

た政策の推移を時系列でトレースしてみる

と、図２のように「自由」と「規制」のあい

だで大きな振幅を描く。当初は自由な商売が

推奨されていたものが、江戸後期にかけて、

それぞれの業種ごとに仲間組合を結成させ、

その組合を通じて規制をかけようという動

きが徐々に強まり、いったんは極端な独占状

態が固定する。30 年ほど経て、その弊害が問

題視されるようになるや、株仲間をあっさり

解散させ、誰でも自由勝手に商売をしてよい

という放任状態となる。ほどなく、自由が過

ぎて秩序が保てず、かえって商業が衰退する

という事態に直面して、またしても軌道修正

がはかられ、仲間組合が公儀の審査を経て復

活してゆく。 

つねに現場の状況を見据えながら、規制の

手綱を引き締めたり、緩めたり。細心の注意

を払って商業の振興と武家および市民の生

活の維持という、しばしば相反するベクトル

の政策をバランスさせることにつとめてき

た行政官集団の苦労が具体的なかたちとな

って見えてくる。 

 

江戸商人について、以上のように知見を

得たところで、つぎの研究テーマへの架橋と

して構築済みのデータベースも活用できる

「災害」に着目した。 

図３は、その検討の一部であり、都市江

  店舗数 店舗展開 業種 

全

域

型 

80% 江戸全域 

米穀問屋・米屋・舂米屋・

味噌問屋・塩干肴問屋・

炭薪問屋・炭薪仲買・地

掛蝋燭屋・両替屋・銭屋・

雛屋・材木仲買・石灰等

仲買・古着店 

都

心

型 

10% 
日本橋集

中 

薬種問屋・呉服問屋・小

間物問屋・荒物問屋・下

り傘問屋・紙問屋・地本

双紙問屋・水油仲買 

特

化

型 

10% 
蔵前など

特定地域 
札差・人宿・飛脚屋 

表１ ３類型の各特徴 

図２ 公儀の商業政策の振れ 



戸につきものであった火災のリスクをミク

ロな地域分析によって、解明したものであ

る。 

今後、地震や水害、あるいは感染症といっ

たリスクも含め、都市江戸の人びとの営みに

ついて、〈減災〉という観点から探究する予

定であり、本研究の最終段階で、その端緒を

築くことができた。 
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